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路
線
バ
ス
撤
廃
さ
れ
る
恐
れ
な
い
か

民
間
路
線
と
の
両
立
を
慎
重
に
検
討

若柳　良明 議員
（平和環境社民クラブ）

市政ここが聞きたい

権
限
移
譲
で
農
振
除
外
へ
の
影
響
は

農
振
除
外
は
移
譲
事
務
の
対
象
外

山影　義一 議員
（明和会）

農用地区域に対しては、基盤整備事業などが計画的・集中的
に実施されます（事業で整備された親水水路　湯口地区）

　
　

農
業
振
興
地
域
整
備
計

画
の
見
直
し
、
い
わ
ゆ
る
農

振
除
外
（
※
）
に
つ
い
て
、

県
か
ら
の
権
限
移
譲
に
よ
っ

て
取
り
扱
い
に
変
更
が
あ
る

か
伺
う
。
ま
た
、
農
業
振
興

地
域
整
備
計
画
は
、
5
年
に

1
度
の
見
直
し
と
な
っ
て
い

る
が
、
5
年
と
い
う
期
間
の

根
拠
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

県
が

示
し
た
権
限
移
譲
等
推
進
計

画
に
お
い
て
、
農
業
振
興
地

域
整
備
計
画
の
策
定
お
よ
び

変
更
に
つ
い
て
の
事
務
は
移

譲
の
対
象
と
は
な
ら
な
か
っ

た
。
ま
た
、
5
年
と
い
う
期

間
の
根
拠
で
あ
る
が
、「
農
業

振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る

法
律
」
第
1 2
条
の
2
第
1
項

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

合
併
時
の
合
併
協
定
項

目
の
中
で
は
、
一
般
職
の
職

員
の
給
与
を
調
整
し
、
統
一

を
図
る
と
あ
る
が
、
現
状
は

ど
う
か
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

給
与

に
つ
い
て
は
、
合
併
協
定
に

基
づ
き
、
合
併
前
に
合
併
に

よ
り
人
件
費
の
総
額
が
増
加

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
合
併

4
首
長
の
合
意
の
も
と
方
針

決
定
し
、
合
併
と
同
時
に
新

市
の
給
与
制
度
が
ス
タ
ー
ト

し
た
も
の
で
、
す
で
に
調
整

済
み
で
あ
る
。

A
（
農
林
水
産
部
長
）

 

Q

 

Q
　
　

公
共
交
通
実
施
計
画
で

大
迫
地
域
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス

へ
の
混
乗
あ
る
い
は
予
約
応

答
型
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
を

導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

路
線
バ
ス
利
用
者
が
減
少

し
、
路
線
バ
ス
が
撤
廃
さ
れ

る
恐
れ
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

公

共
交
通
基
本
計
画
に
は
既
存

の
民
間
バ
ス
路
線
は
維
持
す

る
と
の
基
本
的
考
え
が
あ

り
、
民
間
路
線
と
の
両
立
が

可
能
な
運
行
方
法
や
料
金
体

系
の
あ
り
方
な
ど
も
含
め
、

引
き
続
き
民
間
事
業
者
な
ど

と
慎
重
に
検
討
す
る
。

 

Q

いっぱん質問  ～1２人が登壇～

※「農振除外」=市町村が定めた『農業振興地域整備計画』に
より設定された、農業のために保全・利用すべき区域である『農
用地区域』内の土地を、やむを得ず農業以外の目的へ転用する
場合に整備計画を変更して農用地区域から除外すること。

　
　

ヒ
エ
の
作
付
け
は
、
水

田
を
つ
ぶ
さ
な
い
農
業
を
守

る
上
で
効
果
的
と
考
え
る

が
、
栽
培
面
積
の
拡
大
の
目

標
は
ど
れ
く
ら
い
見
込
ん
で

 

Q

い
る
の
か
。
ま
た
、
市
と
し

て
の
支
援
策
に
つ
い
て
併
せ

て
伺
う
。

　
　
　
　
　

栽
培
面
積
の
拡

大
は
、
平
成
2 0
年
度
目
標
の

160
㌶
に
対
し
、
1 5 6
・
4
㌶
と

計
画
ど
お
り
進
ん
で
い
る
。

支
援
策
と
し
て
は
市
単
独
で

行
う
「
雑
穀
産
地
確
立
事
業
」

で
、
あ
わ
・
き
び
の
種
子

代
お
よ
び
収
穫
作
業
委
託
料

に
助
成
す
る
こ
と
に
し
て
い

る
。
ま
た
、
新
技
術
や
栽
培

優
良
事
例
を
取
り
入
れ
産
地

確
立
に
努
力
し
て
い
く
。

A
（
市
長
）　

A
（
地
域
振
興
部
長
）

早
池
峰
神
楽
の
無
形
文
化
遺
産
登
録

推
薦
を
機
に
国
内
外
に
情
報
を
発
信

近村　晴男 議員
（花巻クラブ）

８月から１１月の第２日曜日に大迫交流活性化センターで公演さ
れている「神楽の日」（大償神楽）

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
対
応
は

登
校
支
援
や
家
庭
訪
問
な
ど
で
支
援

髙橋　浩  議員
（新風クラブ）

昭和４８年に建設された花巻図書館には、連日４００人以上
の方が利用のため訪れています

　
　

不
登
校
の
小
中
学
生
は

全
国
・
県
内
と
も
に
増
加
傾

向
と
い
わ
れ
て
い
る
。
継
続

的
な
対
策
が
必
要
だ
が
、
本

市
の
不
登
校
児
童
生
徒
の
状

況
、
様
態
、
取
り
組
み
、
児

童
生
徒
お
よ
び
保
護
者
へ
の

支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　

状
況
と
し
て

は
、
昨
年
度
小
中
学
校
合
わ

せ
て
8 8
名
で
、
発
達
段
階
に

応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が

絡
み
あ
っ
て
不
登
校
に
結
び

つ
い
て
い
る
。
取
り
組
み
と

し
て
は
、
学
校
へ
の
人
的
支

援
や
、
適
応
指
導
教
室
「
風
の

子
ひ
ろ
ば
」
の
活
用
、
学
校

訪
問
指
導
、
市
や
県
と
の
情

報
交
換
や
ケ
ー
ス
検
討
会
等

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
支

援
と
し
て
は
、
別
室
で
の
学

習
指
導
や
担
任
等
に
よ
る
登

校
支
援
、
家
庭
訪
問
、
放
課

後
登
校
等
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

花
巻
図
書
館
は
、
老
朽

化
や
狭き

ょ
う
あ
い隘
化
が
目
立
ち
、
駐

車
場
も
不
便
で
あ
る
。
公
立

図
書
館
の
実
態
調
査
を
踏
ま

え
、
中
心
市
街
地
活
性
化
策

と
も
連
動
さ
せ
た
中
央
図
書

館
の
あ
り
方
、
整
備
計
画
を

早
期
に
策
定
す
べ
き
だ
が
、

そ
の
時
期
は
い
つ
か
伺
う
。

　
　
　
　
　
「
整
備
基
本
構

想
」
に
お
い
て
示
す
こ
と
に

な
る
が
、こ
れ
に
つ
い
て
は
、

財
政
計
画
を
見
据
え
な
が
ら

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

A
（
教
育
長
）

 

Q

 

Q

　
　

早
池
峰
神
楽
の
ユ
ネ
ス

コ
無
形
文
化
遺
産
候
補
推
薦

へ
の
所
感
と
、
P
R
活
動
な

ど
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
伺
う
。
ま
た
、
郷
土
芸
能

伝
承
活
動
へ
の
後
押
し
と
、

無
形
文
化
遺
産
登
録
記
念
と

し
て
青
少
年
が
一
堂
に
会
し

て
芸
能
を
発
表
す
る
場
の
創

設
の
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

な
お
、
郷
土
芸
能
の
伝
承
に

は
集
落
の
活
性
化
が
重
要
で

あ
り
、
国
で
は
集
落
を
巡

回
・
点
検
し
、
地
域
活
性
化

策
な
ど
を
助
言
す
る
集
落
支

援
員
の
設
置
を
打
ち
出
し
て

い
る
が
、
導
入
の
考
え
は
な

い
か
伺
う
。

　
　
　
　
　

大
変
光
栄
な
こ

と
で
、
こ
れ
に
よ
る
国
際
的

な
文
化
交
流
な
ど
に
期
待
し

て
い
る
。
今
後
は
前
面
に
打

ち
出
し
広
く
紹
介
し
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
神
楽
の
パ
ン

 

Q

A
（
市
長
）

A
（
市
長
）　

フ
レ
ッ
ト
作
成
や
旅
行
代
理

店
等
を
通
じ
て
の
P
R
な
ど

正
式
登
録
に
向
け
た
活
動
に

努
め
て
い
く
。
青
少
年
の
舞

台
発
表
の
場
と
し
て
は
、
毎

年
1 2
月
に
開
催
し
て
い
る
ほ

か
、
登
録
を
記
念
し
て
の
郷

土
芸
能
大
会
の
開
催
を
実
現

さ
せ
た
い
。
ま
た
、
集
落
活

性
化
に
つ
い
て
は
、
振
興
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
取
り
組
ん

で
い
る
が
、
今
後
も
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
会
議
と
協
働
を
深
め

支
援
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

そ
の
上
で
、
集
落
支
援
制
度

導
入
の
検
討
を
し
た
い
。

市
職
員
の
給
与
調
整
は

雑
穀
栽
培
の
支
援
策

図
書
館
の
整
備
計
画
は

　地域住民の主要な交通手段となっている路線バス
（大迫・石鳥谷線）

市
職
員
の
給
与
調
整
は

いっぱん質問  ～1２人が登壇～

A
（
総
務
企
画
部
長
）　

雑
穀
栽
培
の
支
援
策

図
書
館
の
整
備
計
画
は


